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毎年 11月に開催している「図書館ひろば」。一

昨年はオンラインで行いましたが、昨年度は開催

を見送ることとなりました。しかし、何か図書館

と市民をつなぐ活動を行いたいと考え、関連企画

として、「POP を活用した読書応援」を実施する

こととなりました。 

「POPを活用した読書応援」は、2020年「図

書館ひろば」でも行いました。その時は図書館を

活動の場としている団体の方々に、おすすめ本の

POPを書いていただき、つなぐ会のホームページ

にアップしました。今回は、市立図書館の 2階展

示コーナーに POP と本をリアル展示する企画を

立てました。 

２月９日から 27日まで、「私が選んだイチオシ

本を POP に描いて紹介してください」と広く一

般募集をかけました。初めてのことでどのくらい

集まるか不安でしたが、市民の方、図書館を活動

の場としている団体、桜美林大学「読プロ」、本会

会員など、50作品ほどが集まりました。 

3月 11日（金）から 4月 10日（日）までの 

1 か月間、2 階展示スペース全面を使って展開し

ました。一般の図書だけでなく、布えほん、点字 

資料、録音資料などもガラスケースの中に入れ、 
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POPをつけ紹介しました。また、大学生、中学生

の作品は、木製書架に YA 作品としてまとめまし

た。つなぐ会や参加団体の紹介は、パネルに入れ

てケースの上に掲示しました。素敵な POP が多

かったので、Twitterで毎日 POPの写真をアップ

し、図書館に行かなくても見てもらえるよう発信

しました。 

展示期間中は、読書室を利用する方たちが、足

を止め、本を手に取ってくださったようです。本

もたくさん借りられました。いつ行っても、半数

近くの POPの下に「貸出中」の札が貼ってあり

ました。この POP企画は、相模原市の図書館の

蔵書を紹介したり、作成者や閲覧者が図書館へ来

館する機会になったり、本と人とが出会うきっか

け作りになりました。       （中塚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館ひろば 
「私のイチオシ本～POPを描いて紹介～」展示 



 

 

 

2022年 4月 16日、お二人の来賓を招いて、

総会をオンラインで行いました。山本代表は「市

の新年度予算に少子化対策として電子書籍導入が

計上されていた。時代にふさわしい取り組みだと

思った。つなぐ会も世情の状況に合わせてフレキ

シブルに図書館と市民がともに成長できるような

活動を行っていきたい」と挨拶されました。 

来賓の市立図書館遠藤館長は「来年度から電子

書籍導入が試行される。それとともに読書活動推

進として児童書も充実させていくことになってい

る。コロナは続くが、工夫を凝らして図書館と市

民がより近い関係になるような事業をおこないた

い。」と話されました。また、相模原市書店協同組

合中村理事長は「書店組合は 30 数年前に 16 の

書店が参加して始まった。今は地元の書店で実店

舗があるのは中央区に 1店舗のみとなった。読書

は戦後の復興を支えた大きな原動力だと思ってい

る。司馬遼太郎が各地を巡る時に案内役をかって

でたのは、その地の図書館館長が多かったと聞い

ている。図書館は生涯学習と知の拠点だと伝えて

いきたい。」と話されました。 

2021 年度の活動報告、収支報告、2022 年度

の活動計画、予算など議案は滞りなく進みました。

総会終了後、参加者同士で情報交換を行い、ウィ

ズコロナを見据えて、今年度もできる範囲で、活

動を進めていきたいと抱負を語り合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 3月から始まった第一期会議、夫々の

思いの強さ、財政不足も相まった中で一番良い形

の着地点の難しさを感じてきました。 

前回のご報告以来、変異株によるコロナ禍、緊

急事態宣言やまん延防止等で会議が中断、任期も

２回延長されました。 

第 12回（9月 9日） 長い空白の為、もう一

回これまでのことを振り返りつつみんなで今後、

任期終了までにどういう方向性を目指すか、再考

しました。 

第 13回（10月 24日） 「検討パターンを絞

り込む」という第一期の到達点を目指し、グルー

プ毎に、評価の視点を吟味しました。 

第 14回（11月 20日） 各委員からの評価の

視点に加えて、市から提案の「実現に向けた課題」

についての評価が加わったアンケートの各委員の

回答をまとめた結果に基づき、「図書館中心と公園

中心の折衷案」「公園内複合化」の 2 つに絞られ

ました。 

最終の第 15 回（12 月 12 日）には、「図書館

中心と公園中心の折衷案」に統一し、次期市民検

討委員会ヘ伝えたいことを話し合いました。今後

は、学生会員の古谷さんが関わって下さるそうな

ので、つなぐ会としても一緒に考えていきたいと

思います。             （矢部） 
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編集後記 

 たくさんの POP を展示しながら、みなさん、本の魅力を上手に紹介するなぁと感心してしまいました。

そして、POP は宣伝効果が高いこともわかりました。「図書館ひろば」が開催できなかったことは残念でし

たが、違った形で図書館と人をつなぐ工夫を学ぶことができました。今号から機関紙のサイズが B5 から

A4になりました。ちょっと大きくなって読みやすくなったでしょうか。（Y.N.） 

総会開催 報告 
次世代に引き継ぐ 

淵野辺駅南口周辺のまちづくり  

市民検討会に参加して  
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